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   Rapamycin improves mortality following intestinal ischemia-reperfusion via the 









Mammalian target of rapamycin（mTOR）は、セリンスレオニンキナーゼであり、細
胞の増殖や生存に関わっていることが明らかとなっており、癌、糖尿病、移植領域におけ
る様々な病態において治療標的となる可能性が示されている。抗真菌薬として開発された





における rapamycin の有効性ついて検討を行った。 
7 週齢雄性 C57BL/6 マウスを用いて上腸間膜動脈を 60 分間結紮し、その後、再灌流す
ることにより小腸虚血再灌流傷害モデルを作成した。Rapamycin 投与群では上腸間膜動脈























検討したところ、rapamycin 投与群においてマクロファージによる zymosan の取り込みが
有意に増加しており、rapamycin による貪食能の亢進が示された。 
これらのことから、mTOR 阻害剤 rapamycin は、小腸虚血再灌流傷害後の生存率を有意
に改善し、この機序には、rapamycin による小腸局所における臓器保護作用ではなく、遠
隔臓器である肺障害の抑制効果が関与していることが示唆された。 
 
